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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
町
行

政
の
推
進
に
深
い
ご
理
解
と

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
１
月
１
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
、
秋
の

豪
雨
災
害
な
ど
能
登
半
島
が

大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
被
災
し
た
皆
さ
ま
に

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

増
毛
町
で
は
、
大
き
な
災

害
も
無
く
、
有
り
難
く
思
っ

て
お
り
ま
す
が
、
温
暖
化
に

よ
り
全
国
各
地
で
集
中
豪
雨

等
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
災
害
に
対

す
る
備
え
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
の
増
毛
町
の
漁
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
エ
ビ
漁
が

価
格
に
恵
ま
れ
好
調
に
推
移

し
ま
し
た
が
、
タ
コ
、
ナ
マ

コ
が
不
漁
で
、
高
水
温
に
よ

り
２
年
連
続
で
鮭
漁
が
ふ
る

わ
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
タ
テ
養
殖
業
は
、
増
毛

の
漁
業
を
支
え
る
存
在
で
、

こ
れ
ま
で
安
定
し
た
経
営
を

続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

年
の
４
月
に
出
荷
す
る
ホ
タ

テ
稚
貝
を
例
年
の
３
割
ほ
ど

し
か
確
保
で
き
て
お
ら
ず
、

大
き
な
減
収
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
稚
貝
の
不
漁
は
、

全
道
的
な
現
象
で
あ
り
、
支

援
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
稲
作
に
つ
き
ま
し

て
は
、
や
や
良
と
な
り
、
米

価
も
４
割
ほ
ど
上
が
り
ま
し

た
の
で
、
稲
作
農
家
は
、
一

息
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
果
樹
は
、

昨
年
の
冬
に
果
樹
園
に
エ
ゾ

シ
カ
が
侵
入
し
、
リ
ン
ゴ
の

木
の
皮
が
食
べ
ら
れ
る
大
き

な
被
害
が
出
ま
し
た
。
町
で

は
、
補
正
予
算
を
組
み
、
エ

ゾ
シ
カ
防
護
柵
の
設
置
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
有
害
鳥

獣
対
策
に
力
を
入
れ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
春
の
味
ま
つ
り
、
港
ま

つ
り
、
秋
の
味
ま
つ
り
は
、

い
ず
れ
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

多
く
の
来
場
客
が
あ
り
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
食
を
生
か
し
、

お
も
て
な
し
の
心
で
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

留
萌
市
に
進
出
予
定
の
ア

ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
の
出
店

を
考
慮
し
、
増
毛
町
の
山
岳
、

海
洋
、
河
川
な
ど
自
然
を
活

か
し
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
償
運
送
事
業
「
あ
っ
ぷ

る
ハ
イ
ヤ
ー
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
積
極
的
に
ご
利
用
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の

足
を
守
る
公
共
交
通
対
策
を

す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
手
不
足
は
、
全
産
業
に

及
ん
で
お
り
ま
す
。
水
産
加

工
業
を
中
心
に
技
能
実
習
生

が
働
い
て
い
ま
す
が
、
貴
重

な
労
働
力
で
あ
り
ま
す
。
外

国
人
と
の
共
生
社
会
を
築
い

て
ま
い
り
ま
す
。

　

増
毛
町
の
重
要
施
策
と
考

え
て
お
り
ま
す
町
民
の
皆
さ

ま
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
成

果
が
現
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
か
ら
８
年
ま
で
の

介
護
保
険
料
が
８
０
１
円
下

が
り
、
５
２
９
０
円
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
と
も
健
康
寿

命
延
伸
の
た
め
、
町
民
の
皆

様
お
一
人
お
一
人
の
健
康
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

増
毛
町
内
の
公
共
施
設
に

つ
い
て
は
、
老
朽
化
対
策
を

計
画
的
に
実
施
し
て
お
り
、

消
防
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。　
　

　

町
民
福
祉
の
向
上
、
漁
業
、

農
業
、
水
産
加
工
業
等
地
場

産
業
の
振
興
、
交
流
人
口
の

拡
大
な
ど
「
誰
も
が
住
み
た

い
住
み
続
け
た
い
ふ
る
さ
と

増
毛
」
を
目
指
し
、
全
力
投

球
で
町
政
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
町
民
各
位
の
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
増

毛
町
の
限
り
な
い
発
展
と
町

民
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
ご
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

の ご あ い さ つ令 和 7 年 新 年
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年頭所感
増毛町長

堀　　雅  志



　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日

頃
よ
り
議
会
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
元
日
に
石
川
県
能

登
半
島
地
方
で
地
震
が
発
生

し
、
新
年
早
々
衝
撃
を
受
け

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
同
地
方
で
は
９
月
に
豪
雨

災
害
が
重
な
り
二
重
被
災
と

な
り
、
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
々
の
ご
心
痛
た
る
や
察
す

る
に
余
り
あ
り
ま
す
。
１
日

も
早
い
復
旧
復
興
が
進
む
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

近
年
、
地
震
を
始
め
地
球

温
暖
化
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、

集
中
豪
雨
等
に
よ
る
被
害
の

深
刻
化
が
進
み
、
い
つ
ど
こ

で
ど
ん
な
自
然
災
害
が
発
生

す
る
か
予
見
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
改

め
て
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
く
必
要

性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
常

日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
意

識
の
向
上
を
図
り
、
行
政
と

共
に
個
人
や
各
企
業
等
で
も

不
測
の
事
態
へ
の
備
え
を
整

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

議
会
で
は
昨
年
、
当
町
が

直
面
す
る
問
題
を
テ
ー
マ
に

２
つ
の
常
任
委
員
会
が
行
政

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
総
務

文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
近

年
消
防
庁
舎
と
役
場
庁
舎
を

建
設
し
た
自
治
体
を
訪
問
し

ま
し
た
。
当
町
の
消
防
庁
舎
、

役
場
庁
舎
は
共
に
築
55
年
を

経
過
し
、
老
朽
化
が
進
み
耐

震
性
の
問
題
か
ら
も
、
建
て

替
え
を
検
討
す
る
時
期
に
き

て
お
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

時
に
災
害
対
策
の
拠
点
と
な

る
の
は
役
場
庁
舎
や
消
防
庁

舎
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
建

て
替
え
に
向
け
た
前
向
き
な

議
論
・
検
討
が
必
要
で
す
。

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で

は
、
人
口
減
少
の
時
代
の
中
、

令
和
元
年
に
は
合
計
特
殊
出

生
率
２
・
９
５
を
達
成
し
た

自
治
体
を
視
察
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
問
題
は
単
に
数
の

問
題
だ
け
で
は
な
く
、
産
業

を
支
え
る
労
働
力
の
不
足
に

も
繋
が
る
深
刻
な
問
題
で
す
。

当
町
で
は
労
働
力
不
足
解
消

の
た
め
、
各
企
業
等
に
お
い

て
外
国
人
研
修
生
の
受
け
入

れ
を
進
め
て
い
る
現
状
で
す
。

そ
ん
な
中
、
当
町
に
居
住
し

就
労
、
研
修
等
を
し
て
い
る

外
国
人
の
方
に
対
し
、
日
本

語
学
習
や
日
本
人
と
の
交
流

の
場
を
提
供
し
、
当
町
に
愛

着
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
昨
年
、
町
が
主

体
と
な
り
「
ま
し
け
多
文
化

共
生
交
流
会
」
を
発
足
さ
せ
、

外
国
人
と
の
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
様
々
な
事
業
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
で
は
元
々
、
健
康
づ

く
り
事
業
を
推
進
し
健
康
寿

命
を
延
ば
す
取
組
や
、
社
会

教
育
分
野
で
の
生
涯
学
習
に

対
す
る
様
々
な
事
業
に
よ
り
、

高
齢
者
の
方
々
が
健
康
で
楽

し
く
過
ご
せ
る
環
境
の
整
備

に
力
が
注
が
れ
、
子
ど
も
達

に
対
し
て
も
出
産
育
児
金
に

始
ま
り
、
新
入
学
生
へ
の
ラ

ン
ド
セ
ル
の
贈
呈
や
中
学
生
、

高
校
生
に
対
す
る
各
種
補
助

な
ど
バ
ラ
ン
ス
良
く
各
世
代

を
支
援
す
る
施
策
が
あ
り
ま

す
の
で
、
議
会
本
会
議
で
の

議
論
が
こ
れ
ら
施
策
の
情
報

発
信
の
場
と
な
り
、
移
住
定

住
の
促
進
に
繋
が
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

防
災
や
人
口
減
少
問
題
に

限
ら
ず
、
町
が
直
面
す
る

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
行
政

視
察
で
得
た
知
見
を
活
か
し

な
が
ら
町
と
協
力
し
、
よ
り

良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
町
民
皆

さ
ま
に
と
っ
て
健
康
で
笑
顔

溢
れ
る
１
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令 和 7 年 新 年

広報ましけ   2025.01広報ましけ   2025.01 23

年頭のご挨拶
増毛町議会議長

飛 内 眞 吾
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11／17
（日）

11／30
（土）

11／23
（土）

～ 外国人技能実習制度学習会 ～ ～ 「ケアニン」無料上映会 ～

新人介護福祉士と
入所者が紡ぐ物語

外国人技能実習生の
実態を学ぶ

　有限会社横木介護サービス主催の「ケアニン」
無料上映会が２２・２３日に町文化センターで上映
されました。
　主人公の新人介護福祉士が、勤務先の介護施設
で出会った認知症の入所者と試行錯誤しながらも、
少しずつ関係性を深めていく物語となっており、
鑑賞中に涙を流す来場者もいました。
　また、２３日には映画のモデルとなった株式会
社あおいけあ代表取締役「加藤忠相」氏による講
演会が開催され、高齢者の方々が豊かな生活を営
んでもらうことが大切であると伝えました。

　ましけ多文化共生交流会（大井紀美惠会長）主
催の「外国人技能実習制度学習会」が文化セン
ターで開催され、関係者等合わせて約３０名が参加
しました。
　外国人技能実習制度は、日本で培われた技術や
知識を、経済発展を担う「人づくり」に寄与する
ことを目的として平成５年に制度化されました。
　増毛町では現在、水産加工業を中心に約１２０名
の外国人が働いています。外国人との共生社会実
現の為に、制度目的と実態の乖離が生じないこと
が必要であると参加者に伝えられました。

～ 新穀感謝収穫祭 ～ ～ ふれあい広場２０２４ましけ ～

老若男女を問わず
心の交流を深める秋の豊作に感謝する

　　増毛町社会福祉協議会主催の「ふれあい広場
２０２４ましけ」が開催され、約４００名が参加し
ました。
　このイベントは、遊び・体験の実践を通じて、
子どもや高齢者・身体障がい者など、人と人との
心の交流を深めることを目的に実施されました。
　認定こども園あっぷる園児による遊戯を皮切り
に、射的・割り箸鉄砲などの昔ながらの遊びや、
おでんや焼きそばなどが販売された「くいだおれ
横丁」、もちまきなど、様々な催し物を通じて老
若男女を問わず交流を深めました。

11／22（金）
11／23（土）

　増毛町新嘗祭協賛会主催の「新穀感謝収穫祭」
が旧増毛駅駅舎で開催されました。
　この収穫祭は、秋の収穫を祝い、増毛町で生産
された新米の味を知ってもらおうと、増毛厳島神
社で行われた勤労感謝祭・新穀感謝祭に合わせて
実施されました。
　この日は、神様に献上された神饌米が来場者に
数量限定で配られたほか、「農作物直売市」と銘
打ち、特別栽培米「ゆめぴりか」「ななつぼし」
「えみまる」や、リンゴやカボチャ、サツマイモ
を使用したパイなどが販売されました。

しんせんまい

寒くなりましたね！血圧測定していますか？

【お問合せ先】福祉厚生課保健指導係（☎５３ー３１１１）

降 圧 目 標降 圧 目 標 ましけ健康ポイントについてましけ健康ポイントについて

令和７年度健診一括申込書

　いよいよ寒い冬が到来しました。冬は寒さによる血管収縮や運動不足、塩分摂
取量の増加などにより血圧が上がりやすくなります。夏と冬では収縮期血圧が平
均１０ｍｍＨｇも変化することもあり、冬の血圧上昇は脳卒中や心筋梗塞などのリスクを高めます。
高血圧を見逃さないために、血圧手帳に毎日の血圧を記録しましょう。「冬は寒いから血圧が高く
なる」と放っておくのではなく、季節に関わらず基準内に保つことが大切です。家庭血圧の記録か
ら内服薬の調整が行われることもありますので、受診の際は忘れずに医師に見てもらいましょう。
　血圧手帳は無料です。役場、保健センター（健康一番館）、文化センター、唐木屋ファーマシー、
ら・さんてにあります。

　１月下旬から、各自治会保健推進員さんのご協力をいただいて『健診一括申込書』を戸別に
配布します。
　各検（健）診の申込日に（受けない場合はその理由に） ◯をつけ、同封の返信
用封筒にて返送してください。
　１年を元気に過ごすためにも、健診を利用して身体の健康を確認しましょう！
　みなさんの申込みをよろしくお願いします。

　「ひと月に１０日以上」の血圧測定記録に対し
て１ポイント付与されますので、保健センター
（健康一番館）まで血圧手帳をお持ちください。
※最大過去６ヶ月分のポイントが
　付けられます。

７５歳未満
脳血管治療者
心血管治療者
糖尿病患者
尿蛋白（＋）以上
抗血栓薬服用者

家庭血圧

１２５／７５未満 １３０／８０未満

１４０／９０未満１３５／８５未満

診察時血圧

７５歳以上

地域包括支援センターだより
トイレ等にセンサー付き電球を設置し、２４時間使用が確認できない場合、登録した家族に
メール通知するしくみです。家族から委託事業所（クロネコヤマトさん）に依頼すると、利
用者宅を訪問し状況を確認します。

利 用 料：３,０００円（利用開始時のみ）
　　　　　月々の利用料は町が負担します。
対 象 者： ①７５才以上の一人暮らしの方
　　　　  ②異常発生時に通報が困難な同居者と
　　　　　 居住している７５才以上の方
※なお、すでに緊急時通報機器を設置している方、
　町内に子が居住している方は対象外です。

～ 高齢者見守り支援事業について ～

【お問合せ先】地域包括支援センター（健康一番館内）　☎５３－３１１１
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11／17
（日）

11／30
（土）

11／23
（土）
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年 金 相 談 情 報 局
２０歳になったら国民年金加入の手続きをしましょう！

国民年金制度のポイント

【お問合せ先】
 留萌年金事務所（☎４３ー７２１１）
  役場町民課保険年金係（☎５３ー１１１３）

２０歳になられた方向け国民年金
制度を動画でご案内しています。

国民年金は、年をとった時、いざという時の生活を現役世代みんなで
支えようという考えで作られた制度です。自分の未来のため、必ず加
入しましょう。

○将来の大きな支えになります。
 　国民年金は２０歳から６０歳までの人が加入し、保険料を納めます。国が責任をもって
 運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
○老後のためだけのものではありません。
　 国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害
 年金は病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は、加入者が死亡
 した場合、その加入者に生計を維持されていた遺族（「子もある配偶者」や「子」）が受け
 取れます。

　１１月２２日、公共施設整備や環境整備など
の地域貢献活動に対する感謝状贈呈式が役場
会議室で行われ、5社の代表の方へ、堀町長が
お礼の言葉を述べ、感謝状が手渡されました。
　なお、各社の地域貢献内容については下記
のとおりです。

●株式会社川淵
　旧阿分小学校横の管理用道路の不陸修繕
　　　　　　　　　　　　　   　（8／30実施）
●ハラダ工業株式会社
　①雄冬展望台道路の落石防止のトンパック
　　設置　　　　　　　　　（7/31、8/6 実施）
　②秋の味まつり仮設トイレ４基設置
　　　　　　　　　　　　　　　（9/27 実施）
●株式会社保工北海道
　増毛町役場来客用、サーモン団地Ａ・Ｂ棟、
　かもめ団地Ａ～Ｅ棟の駐車場ライン引き
　　　　　　　　　　　　　　　（9/19 実施）

●橋場・堀口経常建設共同企業体
　中歌下の旧ＪＲ鉄路跡地の草刈り
　　　　　　　　　　　　　（10/2 ～ 3実施）
●塩見・山高経常建設共同企業体
　①舎熊バス停の外壁補修（１１区自治会）
　　　　　　　　　　　　 （6/20 ～ 23実施）
　②舎熊墓地の草刈り（１２区自治会）
　　　　 　　　　　　　　　　　  （7/27 実施）
　③見晴浄水場の道路の草刈り
　　　　　　　　 （8/24、26実施）

区　　　分

障　害　者

特別障害者

認 定 要 件
控 除 額
（１人あたり）

知的障害者（軽度・中度）に準ずるもの

身体障害者（３級～６級）に準ずるもの

要介護度が１～３で、
　認知症度がⅡ以上

要介護度が３～５で、
　認知症度がⅢ以上
要介護度が３～５で、
　寝たきり度がＢ以上
要介護度が４～５で、
　寝たきり度がＣ以上

要介護度が１～３で、
　寝たきり度がＡ以上

２７万円 ２６万円

４０万円 ３０万円

知的障害者（重度）に準ずるもの

身体障害者（１・２級）に準ずるもの

ねたきり高齢者

※認定要件が確認できない場合は、状況に応じて必要な書類の提出を
　求める場合があります。
【お問合せ先】役場福祉厚生課民生係（健康一番館内） ☎５３ー３１１１

所得税 住民税

■申請受付期間：随時、受付しております。
■申請受付場所：役場福祉厚生課・民生係（健康一番館内）
■申請に必要なもの：申請者及び認定対象者の印鑑

障害者控除対象者認定書の交付について

認 定 基 準 表

障害者控除について

「障害者控除対象者認定書」認定の対象者及び認定基準

※１　居住者の控除対象配偶者又は扶養親族が同居特別障害者である場合は、所得税は３５万円、住民税
　　　は２３万円の控除額が加算されます。
※２　介護度のみで一律に判定するものではありません。
※３　認定要件にある「認知症度」とは、認知症高齢者の日常自立度判定基準（平成５年厚生省老人保健
　　　福祉局長通知）のことをいいます。
※４　一定要件にある「寝たきり度」とは、障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）判定基準（平成
　　　３年厚生省大臣官房老人保健福祉部長通知）のことをいいます。
※５　認定書は、令和６年分所得税及び令和７年度住民税の申告に適用されます。
※６　介護保険の要介護度認定を受けている場合は、認定対象者の要介護度認定情報を参考にしますので
　　　本人の同意が必要になります。

　所得税法施行令、地方税法施行令の規定により、身体障害者手帳の交付を受けている者等のほ
か、身体障害者等に準ずる者として市町村長の認定を受けている者が障害者控除の対象とされて
います。（所得税及び住民税の課税所得の計算に当たって所得金額から一定額を控除）
　申請により障害者に準ずると認定した場合、「障害者控除対象者認定書」を交付します。

　次のいずれにも該当する方で、認定基準を満たす場合に対象となります。
　・満６５歳以上の方（確定申告や年末調整する年の１２月３１日現在）
　・寝たきり又は認知症の方
　・身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付及び知的障害の認定を受けていない方
　・本人またはその扶養者が所得税控除等の対象となる方
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所得税 住民税

■申請受付期間：随時、受付しております。
■申請受付場所：役場福祉厚生課・民生係（健康一番館内）
■申請に必要なもの：申請者及び認定対象者の印鑑

障害者控除対象者認定書の交付について

認 定 基 準 表

障害者控除について

「障害者控除対象者認定書」認定の対象者及び認定基準

※１　居住者の控除対象配偶者又は扶養親族が同居特別障害者である場合は、所得税は３５万円、住民税
　　　は２３万円の控除額が加算されます。
※２　介護度のみで一律に判定するものではありません。
※３　認定要件にある「認知症度」とは、認知症高齢者の日常自立度判定基準（平成５年厚生省老人保健
　　　福祉局長通知）のことをいいます。
※４　一定要件にある「寝たきり度」とは、障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）判定基準（平成
　　　３年厚生省大臣官房老人保健福祉部長通知）のことをいいます。
※５　認定書は、令和６年分所得税及び令和７年度住民税の申告に適用されます。
※６　介護保険の要介護度認定を受けている場合は、認定対象者の要介護度認定情報を参考にしますので
　　　本人の同意が必要になります。

　所得税法施行令、地方税法施行令の規定により、身体障害者手帳の交付を受けている者等のほ
か、身体障害者等に準ずる者として市町村長の認定を受けている者が障害者控除の対象とされて
います。（所得税及び住民税の課税所得の計算に当たって所得金額から一定額を控除）
　申請により障害者に準ずると認定した場合、「障害者控除対象者認定書」を交付します。

　次のいずれにも該当する方で、認定基準を満たす場合に対象となります。
　・満６５歳以上の方（確定申告や年末調整する年の１２月３１日現在）
　・寝たきり又は認知症の方
　・身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付及び知的障害の認定を受けていない方
　・本人またはその扶養者が所得税控除等の対象となる方
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◆営業時間
月～土曜日　  １０：００～１７：００
日曜日・祝日   ９：３０～１７：００
ナイター（金曜・土曜）
　　　　　　　１７：００～２１：００

　1,000円以上のリフト券購入者（シーズン
券・30日券を除く）に押すスタンプが２倍の
サービスデーです。10個たまると１日券と交
換できます。

◆スタンプ２倍サービスデー

◆お客様感謝デー

暑寒別岳スキー場《１月のお知らせ》暑寒別岳スキー場《１月のお知らせ》

令和６年度

【お問合せ先】増毛町暑寒別岳スキー場　☎５３ー３００２

〈運行期間  １月４日から２月２４日までの計１９日間〉
スキーバス運行表

ＳＹＯＫＡＮＢＥＴＳＵＤＡＫＥ　ＳＫＩＩＮＧ　ＧＲＯＵＮＤＳＹＯＫＡＮＢＥＴＳＵＤＡＫＥ　ＳＫＩＩＮＧ　ＧＲＯＵＮＤ
ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ ｔｏｐｉｃｓ

◆営業時間
月～土曜日　  １０：００～１７：００
日曜日・祝日   ９：３０～１７：００
ナイター（金曜・土曜）
　　　　　　　１７：００～２１：００
※ナイターの営業開始は、１月３日（金）からです。
※１２月３１日の営業は午後３時までです。
※１月１日は休業します。

※ナイターの営業開始は、１月３日（金）からです。
※１２月３１日の営業は午後３時までです。
※１月１日は休業します。

【注意事項】
 ※今年度のスキーバスの運行は、１月４日～２月２４日までの土曜・日曜・祝日の１９日間です。
 ※往路は午前便、復路は夕方の便のそれぞれ一便ずつです。
 ※１２月及び元日、３月１日以降の運行はありません。

期間：１月２日・３日の２日間期間：１月２日・３日の２日間

日時：１月１３日（月・成人の日）日時：１月１３日（月・成人の日）

　1,000円以上のリフト券購入者（シーズン
券・30日券を除く）に押すスタンプが２倍の
サービスデーです。10個たまると１日券と交
換できます。

リフト１日乗り放題　1,000円！

◆スタンプ２倍サービスデー

◆お客様感謝デー

道の駅
るもい前発

１月４日～２月２４日
　　　　　　　  までの

（1/１３、2/1１、2/2４）

・ 土　曜　日
・ 日　曜　日
・ 祝　　　日

道の駅
るもい前着

旧阿分小前
バス停発

舎熊郵便局
前バス停発

増毛町文化
センター発 スキー場着

ス キ ー 場 行 き 帰 　 り

スキー場発

午前
９：３０

午前
９：４５

午前
９：５０

午前
１０：００

午前
１０：１５

午後
４：３０

午後
５：１５

　不燃系埋立ごみやプラスチック製容器ごみに「注射器」等
の在宅医療廃棄物が混入しているケースが見受けられます。
　留萌南部衛生組合では、在宅医療廃棄物の収集は行ってお
りませんので、廃棄方法については、処方された医療機関
や調剤薬局へご相談ください。
　収集・分別作業員の針刺し等による事故を防ぐためにも、
ご協力をお願いいたします。 プラ製容器に混入していた在宅医療廃棄物

「注射器」等の在宅医療廃棄物の廃棄方法について「注射器」等の在宅医療廃棄物の廃棄方法について

【お問合せ先】留萌南部衛生組合（☎４３ー２５５５）  役場町民課町民環境係（☎５３ー１１１２）

シーズン到来、　　 　に　　 　を

雪・氷・つらら
の落下に

注　意

　屋根の雪、氷、つららが道路に落ちる建物には、
これに伴う事故を避けるため雪止めをつけるよう
にしてください。

　軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十
分注意するようにしてください。

　屋根から大量の雪が落ちたときは、直ちに事故
がないかどうか確かめるとともに、歩行者の通行
への影響を避けるため、速やかに処理してくださ
い。

　軒下や道路では、子供を絶対に遊ばせないよう
にしてください。　屋根の雪、氷、つららは、気温が上昇したとき、

特にマイナス３℃くらいからプラス３℃くらいに
なったときに落ちやすい状態となるため、そのよ
うな時は早めに落とすようにし、落とすときは歩
行者や遊んでいる子供などに十分注意するように
してください。

屋根から落ちる雪や氷による
　　　　　　　危険防止などのお願い
屋根から落ちる雪や氷による
　　　　　　　危険防止などのお願い

　毎年、冬になりますと、屋根に積もった雪、氷、つららが落ちて、歩行者
がケガをしたり、また、死亡したりすることが、しばしば起こっています。
　皆さんも、冬期間の生活にはご苦労されていると思いますが、冬期間の通
行を円滑にし、事故を無くすため、特に、次のことに注意するようお願いい
たします。

　毎年、冬になりますと、屋根に積もった雪、氷、つららが落ちて、歩行者
がケガをしたり、また、死亡したりすることが、しばしば起こっています。
　皆さんも、冬期間の生活にはご苦労されていると思いますが、冬期間の通
行を円滑にし、事故を無くすため、特に、次のことに注意するようお願いい
たします。

　留萌地方では１２月から１月が最も降雪量が多くなりますが、加えて今シーズンは１１年ぶりの
大雪予報が出され、例年以上に警戒が必要です。　
　大雪に伴う災害は、道路の通行止め、公共交通機関の運休や遅延、電線や樹木などへの着雪で電
線が切断されて起こる停電、家屋からの落雪事故や除雪中の事故など日常生活に密接に関係します。
また、外出時の急なホワイトアウトなど暴風雪による痛ましい事故が発生します。お出かけの際は、
気象状況を事前に把握して防寒対策を十分に行いましょう。また運転の際は、以下の事項に留意し
命を守りましょう。

　①ホワイトアウトでは、前方で何が起こっているか分からないため徐行する
　②相互確認のため、ハイビームやフォグランプ、ハザードランプを点灯する
　③ＪＡＦや近くの商店、人家等に救助を求めるか、警察や消防に救助要請を行う
　④立ち往生に備え、防寒衣・手袋・マフラー、スコップやヘルパーなどを積載しておく
　⑤立ち往生中は降雪や吹溜りによるＣＯ２中毒を回避するためマフラー出口を除雪する

　気象台では、大雪による災害が心配される場合、早ければ５日前から早期注意情報（警報級の可
能性）を発表しています。気象庁ホームページでは、「警報・注意報」により市町村単位での注意警
戒期間（いつからいつまで）を、「今後の雪」では、各地域の積雪の状況や６時間先までの降雪量の
予想（どこでどれだけ）を、細かく確認することができますので、是非ご利用下さい。

【お問合せ先】旭川地方気象台（☎０１６６－３２ー７１０２）
旭川地方気象台
ホームページ
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◆営業時間
月～土曜日　  １０：００～１７：００
日曜日・祝日   ９：３０～１７：００
ナイター（金曜・土曜）
　　　　　　　１７：００～２１：００

　1,000円以上のリフト券購入者（シーズン
券・30日券を除く）に押すスタンプが２倍の
サービスデーです。10個たまると１日券と交
換できます。

◆スタンプ２倍サービスデー

◆お客様感謝デー

暑寒別岳スキー場《１月のお知らせ》暑寒別岳スキー場《１月のお知らせ》

令和６年度

【お問合せ先】増毛町暑寒別岳スキー場　☎５３ー３００２

〈運行期間  １月４日から２月２４日までの計１９日間〉
スキーバス運行表

ＳＹＯＫＡＮＢＥＴＳＵＤＡＫＥ　ＳＫＩＩＮＧ　ＧＲＯＵＮＤＳＹＯＫＡＮＢＥＴＳＵＤＡＫＥ　ＳＫＩＩＮＧ　ＧＲＯＵＮＤ
ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ ｔｏｐｉｃｓ

◆営業時間
月～土曜日　  １０：００～１７：００
日曜日・祝日   ９：３０～１７：００
ナイター（金曜・土曜）
　　　　　　　１７：００～２１：００
※ナイターの営業開始は、１月３日（金）からです。
※１２月３１日の営業は午後３時までです。
※１月１日は休業します。

※ナイターの営業開始は、１月３日（金）からです。
※１２月３１日の営業は午後３時までです。
※１月１日は休業します。

【注意事項】
 ※今年度のスキーバスの運行は、１月４日～２月２４日までの土曜・日曜・祝日の１９日間です。
 ※往路は午前便、復路は夕方の便のそれぞれ一便ずつです。
 ※１２月及び元日、３月１日以降の運行はありません。

期間：１月２日・３日の２日間期間：１月２日・３日の２日間

日時：１月１３日（月・成人の日）日時：１月１３日（月・成人の日）

　1,000円以上のリフト券購入者（シーズン
券・30日券を除く）に押すスタンプが２倍の
サービスデーです。10個たまると１日券と交
換できます。

リフト１日乗り放題　1,000円！

◆スタンプ２倍サービスデー

◆お客様感謝デー

道の駅
るもい前発

１月４日～２月２４日
　　　　　　　  までの

（1/１３、2/1１、2/2４）

・ 土　曜　日
・ 日　曜　日
・ 祝　　　日

道の駅
るもい前着

旧阿分小前
バス停発

舎熊郵便局
前バス停発

増毛町文化
センター発 スキー場着

ス キ ー 場 行 き 帰 　 り

スキー場発

午前
９：３０

午前
９：４５

午前
９：５０

午前
１０：００

午前
１０：１５

午後
４：３０

午後
５：１５

　不燃系埋立ごみやプラスチック製容器ごみに「注射器」等
の在宅医療廃棄物が混入しているケースが見受けられます。
　留萌南部衛生組合では、在宅医療廃棄物の収集は行ってお
りませんので、廃棄方法については、処方された医療機関
や調剤薬局へご相談ください。
　収集・分別作業員の針刺し等による事故を防ぐためにも、
ご協力をお願いいたします。 プラ製容器に混入していた在宅医療廃棄物

「注射器」等の在宅医療廃棄物の廃棄方法について「注射器」等の在宅医療廃棄物の廃棄方法について

【お問合せ先】留萌南部衛生組合（☎４３ー２５５５）  役場町民課町民環境係（☎５３ー１１１２）

シーズン到来、　　 　に　　 　を

雪・氷・つらら
の落下に

注　意

　屋根の雪、氷、つららが道路に落ちる建物には、
これに伴う事故を避けるため雪止めをつけるよう
にしてください。

　軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十
分注意するようにしてください。

　屋根から大量の雪が落ちたときは、直ちに事故
がないかどうか確かめるとともに、歩行者の通行
への影響を避けるため、速やかに処理してくださ
い。

　軒下や道路では、子供を絶対に遊ばせないよう
にしてください。　屋根の雪、氷、つららは、気温が上昇したとき、

特にマイナス３℃くらいからプラス３℃くらいに
なったときに落ちやすい状態となるため、そのよ
うな時は早めに落とすようにし、落とすときは歩
行者や遊んでいる子供などに十分注意するように
してください。

屋根から落ちる雪や氷による
　　　　　　　危険防止などのお願い
屋根から落ちる雪や氷による
　　　　　　　危険防止などのお願い

　毎年、冬になりますと、屋根に積もった雪、氷、つららが落ちて、歩行者
がケガをしたり、また、死亡したりすることが、しばしば起こっています。
　皆さんも、冬期間の生活にはご苦労されていると思いますが、冬期間の通
行を円滑にし、事故を無くすため、特に、次のことに注意するようお願いい
たします。

　毎年、冬になりますと、屋根に積もった雪、氷、つららが落ちて、歩行者
がケガをしたり、また、死亡したりすることが、しばしば起こっています。
　皆さんも、冬期間の生活にはご苦労されていると思いますが、冬期間の通
行を円滑にし、事故を無くすため、特に、次のことに注意するようお願いい
たします。

　留萌地方では１２月から１月が最も降雪量が多くなりますが、加えて今シーズンは１１年ぶりの
大雪予報が出され、例年以上に警戒が必要です。　
　大雪に伴う災害は、道路の通行止め、公共交通機関の運休や遅延、電線や樹木などへの着雪で電
線が切断されて起こる停電、家屋からの落雪事故や除雪中の事故など日常生活に密接に関係します。
また、外出時の急なホワイトアウトなど暴風雪による痛ましい事故が発生します。お出かけの際は、
気象状況を事前に把握して防寒対策を十分に行いましょう。また運転の際は、以下の事項に留意し
命を守りましょう。

　①ホワイトアウトでは、前方で何が起こっているか分からないため徐行する
　②相互確認のため、ハイビームやフォグランプ、ハザードランプを点灯する
　③ＪＡＦや近くの商店、人家等に救助を求めるか、警察や消防に救助要請を行う
　④立ち往生に備え、防寒衣・手袋・マフラー、スコップやヘルパーなどを積載しておく
　⑤立ち往生中は降雪や吹溜りによるＣＯ２中毒を回避するためマフラー出口を除雪する

　気象台では、大雪による災害が心配される場合、早ければ５日前から早期注意情報（警報級の可
能性）を発表しています。気象庁ホームページでは、「警報・注意報」により市町村単位での注意警
戒期間（いつからいつまで）を、「今後の雪」では、各地域の積雪の状況や６時間先までの降雪量の
予想（どこでどれだけ）を、細かく確認することができますので、是非ご利用下さい。

【お問合せ先】旭川地方気象台（☎０１６６－３２ー７１０２）
旭川地方気象台
ホームページ
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消
印
有

　

効
■
採
用
期
日

　

令
和
７
年
４
月
１
日

■
勤
務
形
態

　

増
毛
社
協
事
務
局
職
員
就
業
規

定
に
よ
る

■
給
与
関
係

　

増
毛
社
協
事
務
局
職
員
給
与
規

定
に
よ
る

■
試
験
日
時
等

　

書
類
受
理
後
、
申
込
者
に
通
知

申
込
・
問
合
せ
先

　

増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
５
３
ー
３
６
０
０
）

【
特
養
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　

若
干
名

■
応
募
資
格

　

年
齢
18
歳
～

 

（
上
限
な
し
、健
康
で
あ
れ
ば
可
）

※
介
護
福
祉
士
、
介
護
職
員
初
任

　

者
研
修
修
了
以
上
の
方

■
勤
務
時
間

 

・
早
出
７
時
30
分
～
16
時
15
分

 

・
遅
出
９
時
30
分
～
18
時
15
分

■
勤
務
形
態

　

日
勤
２
交
替
制
の
勤
務

※
年
間
休
日
１
２
３
日
以
上

 

（
長
期
休
暇
あ
り
）

■
賃
金

○
有
資
格
者
（
初
任
者
研
修
）

　

月
額
１
７
０
，
２
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
介
護
福
祉
士
）

　

月
額
１
７
４
，
８
０
０
円
以
上

○
日
額
８
，
５
０
０
円
～

※
経
験
者
は
前
歴
を
考
慮
し
、
加

　

算
し
て
賃
金
を
決
定
し
ま
す
。

■
手
当

　

各
種
手
当
あ
り

■
採
用
期
日

　

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採
用 

 

（
応
相
談
）

【
調
理
員
】

■
募
集
人
員

　

２
名

■
応
募
資
格

　

年
齢
18
歳
～

 

（
上
限
な
し
、健
康
で
あ
れ
ば
可
）

※
無
資
格
可

■
勤
務
時
間

 

・
早
出
６
時
00
分
～
14
時
45
分

 

・
遅
出
９
時
15
分
～
18
時
00
分

■
勤
務
形
態

　

日
勤
２
交
替
制
の
勤
務
・
週
休

２
日
制

※
年
間
休
日
１
２
３
日
以
上

 
（
長
期
休
暇
あ
り
）

※
時
間
給
希
望
の
場
合
は
、
勤
務

　

日
数
や
勤
務
時
間
を
調
整
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
応
相
談
）

■
賃
金

○
資
格
な
し

　

月
額
１
５
７
，
８
０
０
円
以
上

○
時
間
給
１
，
０
５
０
円
～

※
経
験
者
は
前
歴
を
考
慮
し
、
加

　

算
し
て
賃
金
を
決
定
し
ま
す
。

■
手
当

　

各
種
手
当
あ
り

■
採
用
期
日

　

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採
用

（
応
相
談
）

申
込
・
問
合
せ
先

　

増
毛
町
立
明
和
園

　
（
☎
５
３
ー
１
６
０
１
）

　

令
和
６
年
度
採
用
土
木
職
・
建

築
職
を
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
職
種
・
人
員
及
び
勤 

務
先

 

【
職
種
】
土
木
職
１
名

　
　

  　

 

建
築
職
１
名

 

【
職
務
内
容
】

　
　

土
木
職
：
土
木
関
係
全
般

　
　

建
築
職
：
建
築
関
係
全
般

 

【
勤
務
先
】
増
毛
町
役
場

■
受
験
資
格

①
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
、
大
学
、

　

短
期
大
学
、
専
修
学
校
、
高
等

　

専
門
学
校
、
高
等
学
校
に
お
い

　

て
土
木
系
・
建
築
系
に
関
す
る

　

課
程
の
学
科
等
を
卒
業
し
た
者

　

又
は
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に

　

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
者
（
令
和
６
年
４
月
１

　

日
現
在
で
40
歳
以
下
の
者
）

③
普
通
自
動
車
第
一
種
運
転
免
許

　

証
を
有
す
る
者

■
試
験
の
方
法

　

面
接
試
験
及
び
書
類
審
査

　
（
採
用
試
験
申
込
書
な
ど
）

■
受
験
手
続

　

次
の
書
類
を
増
毛
町
役
場
総
務

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
増
毛
町
職
員
採
用
試
験
申
込
書

　
（
指
定
の
様
式
）

　

申
込
書
に
所
定
事
項
を
記
入
し
、

　

３
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
鮮
明

　

な
正
面
・
無
帽
・
無
背
景
の
上

　

半
身
写
真
［
縦
４
・
５
㎝　

横

　

３
・
５
㎝
］
を
貼
付

②
有
し
て
い
る
資
格
証
・
免
許
証

　

の
写
し

③
最
終
学
歴
の
学
校
等
の
卒
業
証

　

明
書（
又
は
卒
業
見
込
証
明
書
）

■
申
込
期
限

　

随
時　

※
採
用
者
が
決
定
し
だ
い
募
集
終

　

了
■
採
用
期
日

　

随
時

※
新
卒
は
令
和
７
年
４
月
１
日

■
初
任
給
及
び
そ
の
他
の
給
与

　

増
毛
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
に
よ
る

■
試
験
日
時
等

　

書
類
受
理
後
、
申
込
者
に
通
知

し
ま
す
。
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■
各
種
様
式

　

増
毛
町
職
員
採
用
試
験
申
込
書

等
の
様
式
は
、
増
毛
町
役
場
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

役
場
総
務
課
・
庶
務
係

　
（
☎
５
３
ー
１
１
１
１
）

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
の
学
童
保

育
（
マ
ー
シ
ー
く
ら
ぶ
）
の
利
用

児
童
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

■
保
育
児
童　

　

原
則
と
し
て
小
学
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
で
、
次
に
該
当
す
る

児
童
（
４
年
生
以
上
で
希
望
す
る

場
合
は
要
相
談
）

①
父
子
、
母
子
及
び
共
稼
ぎ
家
庭

　

の
児
童

②
保
護
者
等
が
入
院
な
ど
を
し
て

　

い
る
家
庭
の
児
童

③
教
育
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る

　

児
童

■
保
育
場
所　

　

文
化
セ
ン
タ
ー　

大
会
議
室

■
保
育
時
間

 

・
平
日　

下
校
時
～
18
時
00
分

 

・
土
曜
日　

　

８
時
30
分
～
18
時
00
分

 

（
た
だ
し
、
１
月
～
４
月
は
12
時

　

00
分
ま
で
）

 

・
夏
・
冬
・
春
休
み
な
ど

　

８
時
30
分
～
18
時
00
分

■
募
集
定
員　

　

40
名

■
保
育
料

　

無
料
で
す
が
、
お
や
つ
や
教
材

費
な
ど
を
実
費
徴
収
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

　

４
月
１
日
か
ら
の
利
用
を
希
望

す
る
方
は
、
３
月
３
日
（
月
）
ま

で
に
教
育
委
員
会
総
務
学
校
課

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）
へ
申
込
書
を

提
出
願
い
ま
す
。

■
そ
の
他　

 

・
送
迎
は
、
保
護
者
の
責
任
と
な

　

り
ま
す
。

 

・
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
世

　

帯
の
児
童
は
、
町
条
例
に
よ
り

　

利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

 

・
保
育
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

　

町
が
加
入
す
る
ス
ポ
ー
ツ
安
全

　

保
険
等
の
範
囲
内
に
お
い
て
対

　

応
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
総
務
学
校
課

　
（
☎
５
３
ー
２
４
２
７
）

　

町
営
住
宅
に
空
き
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

■
住
宅
所
在
地

①
南
暑
寒
町
７
丁
目

②
暑
寒
海
岸
町

■
団
地
名
・
募
集
戸
数

①
ア
ッ
プ
ル
団
地　

２
戸

※
全
て
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
除
雪
当
番
が

　

あ
り
ま
す

②
か
も
め
改
良
団
地　

4
戸

※
２
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
除
雪
当
番
が

　

あ
り
ま
す

■
住
宅
料

①
２
０
，
０
０
０
円
～

　
　
　
　

３
５
，
０
０
０
円
程
度

（
共
益
費
：
５
０
０
～
１
０
０
０

円
程
度
）

※
年
間
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

②
２
１
，
０
０
０
円
～

　
　
　
　

２
７
，
０
０
０
円
程
度

（
共
益
費
：
３
０
０
０
～
４
０
０

０
円
程
度
）

■
資
格
要
件

①
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

②
収
入
基
準
を
超
え
て
い
な
い
こ

　

と

 

・
公
営
住
宅
：
世
帯
所
得
の
合
計

　

が
月
額
１
５
８
，
０
０
０
円
以

　

下

 

・
改
良
住
宅
：
世
帯
所
得
の
合
計

　

が
月
額
１
１
４
，
０
０
０
円
以

　

下
■
申
込
方
法

　

役
場
建
設
課
建
築
係
で
申
込
書

を
受
取
り
、
関
係
書
類
を
添
え
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

役
場
建
設
課
・
建
築
係

　
（
☎
５
３
ー
１
１
１
５
）

■
奨
学
金
貸
与
額　

　

高
校　

月
額
９
，
０
０
０
円

　

高
専　

月
額
２
２
，
０
０
０
円

　

大
学
（
短
大･

専
門
学
校･

大

　

学
院
含
む
）

　
　
　
　

月
額
２
４
，
０
０
０
円

※
無
利
子
で
貸
与
さ
れ
ま
す
。

■
貸
与
期
間

　

正
規
の
修
学
期
間

■
受
付
期
間
等　

　

令
和
７
年
２
月
17
日
（
月
）
か

ら
３
月
17
日
（
月
）
ま
で

　

奨
学
生
採
用
願
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 　

４
月
中
旬
に
選
考
委
員
会
を
経

て
採
用
の
可
否
を
決
定
し
、
保
護

者
・
父
母
等
を
通
じ
て
本
人
へ
通

知
し
ま
す
。

■
願
書

　

役
場
総
務
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、

増
毛
中
学
校
、
留
萌
高
校
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

■
返
済
方
法

　

貸
与
終
了
か
ら
１
年
据
置
、
以

後
７
年
以
内
の
返
済
で
、
月
賦
な

ど
の
返
済
方
法
が
選
択
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
規
定
に
よ
り
、
一
括

返
済
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

役
場
総
務
課
・
庶
務
係

　
（
☎
５
３
ー
１
１
１
１
）

　

北
洋
銀
行
増
毛
支
店
が
町
外
へ

移
転
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
ご
自
身
の
メ
イ

ン
バ
ン
ク
を
他
の
金
融
機
関
に
変

更
さ
れ
た
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
か
ら
支
払
わ
れ
る
各
種
給
付

金
や
税
金
の
還
付
金
等
に
つ
い
て

は
、
そ
の
都
度
、
振
込
先
口
座
を
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確
認
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
高
額
療
養
費
な
ど
、
一
度
の

登
録
で
以
後
も
振
込
先
口
座
と
し

て
継
続
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　

振
込
先
口
座
の
変
更
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
役
場
の
各
担
当
課

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

役
場
出
納
室

　
（
☎
５
３
ー
３
１
０
１
）

○
１
１
０
番
は
、
緊
急
の
事
件
・

事
故
な
ど
を
、
い
ち
早
く
警
察
へ

通
報
す
る
た
め
の
緊
急
電
話
で
す
。

　

１
１
０
番
に
出
た
警
察
官
が
、

事
件
・
事
故
の
内
容
に
基
づ
い
て

必
要
な
事
項
を
質
問
し
ま
す
。
慌

て
ず
落
ち
着
い
て
正
し
く
答
え
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
警
察
官
が
早

く
現
場
に
到
着
で
き
る
よ
う
、
そ

の
場
所
の
住
所
や
付
近
の
目
標
と

な
る
建
物
な
ど
を
正
し
く
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
で
１
１
０
番
す
る
場

合
、
車
で
移
動
し
な
が
ら
の
通
報

や
歩
き
な
が
ら
の
通
報
は
通
話
が

途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

控
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
車
を

運
転
し
な
が
ら
の
通
報
は
法
令
違

反
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
車
を
安
全
な
場
所
に
停
止
し

て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
１
０
番
通
報
時
に
音
声
だ
け

で
は
状
況
が
分
か
ら
な
い
場
合
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
現
場
の
状

況
な
ど
の
動
画
や
静
止
画
像
の
提

供
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。（
通
信
料
金
を
ご
負
担
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

○
１
１
０
番
ア
プ
リ
に
つ
い
て

　

１
１
０
番
ア
プ
リ
は
、
聴
覚
や

言
語
に
障
が
い
が
あ
る
方
な
ど
、

音
声
に
よ
る
１
１
０
番
通
報
が
困

難
な
方
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

を
利
用
し
、
文
字
で
警
察
に
緊
急

通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

１
１
０
番
ア
プ
リ
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
事
前
に
専
用
の
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
音
声
に
よ
る
１
１
０

番
通
報
が
可
能
な
方
は
電
話
で
の

１
１
０
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
警
察
相
談
専
用
電
話
「
＃
９
１

１
０
」
等
の
利
用
に
つ
い
て

　

緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い

遺
失
物
・
拾
得
物
の
届
出
、
諸
手

続
き
に
関
す
る
照
会
な
ど
は
、
最

寄
り
の
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所

の
電
話
を
、
相
談
者
や
警
察
業
務

に
関
す
る
意
見
・
要
望
は
、
短
縮

ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
９
１
１
０
」
の
警

察
相
談
専
用
電
話
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

留
萌
警
察
署

　
（
☎
４
２
ー
０
１
１
０
）

　

北
海
道
警
察
で
は
、
防
犯
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン「
ほ
く
と
ポ
リ
ス
」

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
ほ
く
と
ポ
リ
ス
」
は
、
北
海

道
内
の
犯
罪
や
不
審
者
、
特
殊
詐

欺
の
発
生
情
報
や
そ
の
他
防
犯
情

報
を
発
信
し
て
い
る
ほ
か
、
防
犯

ブ
ザ
ー
・
ち
か
ん
対
策
機
能
な
ど

を
備
え
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
身
近
な
場
所
の
犯
罪

発
生
状
況
を
お
知
ら
せ
し
、
自
主

防
犯
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
不
審
者
に
遭
遇
し
た
場

合
な
ど
は
、
防
犯
機
能
を
活
用
し

て
周
囲
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
利
用
者
の
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
を
助
け
る
防
犯
ア

プ
リ
で
す
。

　

ま
た
、
ア
プ
リ
で
登
録
し
た
メ

ン
バ
ー
と
位
置
情
報
を
相
互
に
送

信
す
る
機
能
も
あ
り
、
お
子
様
の

見
守
り
に
活
用
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
地
域
の
見
守
り
活
動

を
支
援
す
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
機

能
や
警
察
署
・
交
番
ま
で
の
ル
ー

ト
検
索
機
能
、
北
海
道
内
で
配
信

さ
れ
た
ほ
く
と
く
ん
防
犯
メ
ー
ル

閲
覧
機
能
が
あ
り
ま
す
。「
ほ
く

と
ポ
リ
ス
」
は
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ 

Ｓ

ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｐ

ｌ
ａ
ｙ
ス
ト
ア
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

留
萌
警
察
署

　
（
☎
４
２
ー
０
１
１
０
）
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問

問

問

整
形
外
科
稲
垣
医
院

◇
日
曜
当
番
医
◇

【
１
月
26
日
】（
留
萌
市
）

（
幸
町
３ 

☎
４
３
ー
３
３
１
１
）

※
右
記
以
外
の
土
日
祝
日
及
び
夜
間

　

診
療
は
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
へ

　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問新着本案内 総合交流促進施設元陣屋（電話 53–3522）

イッツ・ダ・ボム のぞく図鑑　穴井上　先斗 著 宮田　珠己 作

　「ボム」とは、街中に絵や名前を
書く行為で、違法とされることが多
い。このボムを行う謎の人物に一人
のライターが惹きつけられていく。
第３１回松本清張賞受賞の切実な
犯罪小説。

　トンネル、マンホール、動物の
巣穴。穴の奥に何があるのか気
になったことはありませんか？こ
の本では、世界にぽっかり空いた
様々な穴がたくさん登場。穴は新
しい世界への入り口なんです。

北
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ま
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す
会
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毛
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技
能
士
会

　会
長
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橋

　文
夫

大
通
商
店
会

　会
長

　山
本

　只
雄

増
毛
町
役
場
親
和
会

社
会
福
祉
に

◆
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
現
金
）
（
受
付
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）

日
沼

　ト
シ
子
さ
ん
（
阿
分
）
２
区
自
治
会
へ

香
典
の
一
部
か
ら

◆
各
自
治
会
等
へ
（
現
金
）

役
場
町
民
課
・町
民
環
境
係
（
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５
３
ー
１
１
１
２
）

【
２
月
号
へ
の
掲
載
希
望

　１
月
20
日（
月
）ま
で
】

増毛町教育委員会地域学習課（☎53－2427）

□■□ 令和７年 全町書き初め大会 ■□■

◆そ　の　他 発熱・体調不良の際は参加をご遠慮ください。

◆課　　　題 未就学児から中学３年生までは、次の通り課題を定めます。なお、高校生
以上の方については、特に課題を定めませんので、自由な発想で好きな言
葉を書いて下さい。　　

○未 就 学 児「み　か　ん」　○小学４年生「大 地 の 子」　○中学１年生「冬 の 星 座」
○小学１年生「げ　ん　き」　○小学５年生「雪 の 地 平」　○中学２年生「郷土の歴史」
○小学２年生「な か よ し」　 ○小学６年生「自 然 の 声」　○中学３年生「原生林の冬」
○小学３年生「雪 だ よ り」　

◆開 催 日 時 令和７年１月１０日（金）１０時００分～１２時００分

◆展 　 　 示 令和７年１月１０日（金）1５時から１６日（木）２２時まで文化センター１階
ロビーで展示します。

◆表彰・返却 作品及び記念品は後日学校経由で返却します。

◆開 催 場 所 増毛町立体育館
◆参 加 申 込 当日受付（受付時間：９時３０分～１０時００分）【参加費無料】

◆審 　 　 査 作品提出後に審査します。学年別に金賞、銀賞、銅賞、努力賞、特別賞を
決めます。

◆持参する物 筆、下敷、硯、文鎮、上靴、その他必要な物
◆主催者が用意する物 画仙紙、墨、墨入れ（灰皿）、新聞紙

町税等の納期について

役場上下水道課（☎５３－１１５２）

役場税務課・税務係（☎５３－１１１４）

上下水道料金
１月２７日（月）

１月３１日（金）
国民健康保険税（第７期）

と　き 　令和７年１月５日（日）１３時００分～
ところ 　増毛町文化センター

※出初式のため、１３時００分に３０秒間サイレンを吹鳴します。
※当日、文化センター前の駐車場も会場として使用するため、駐車をご遠慮
　願います。

令和７年消防出初式

増毛町消防本部（☎５３ー２１７５）

緊
急
通
報
は
１
１
０
番
、

相
談
電
話
は「
＃
９
１
１
０
」

北
海
道
警
察

防
犯
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
ほ
く
と
ポ
リ
ス
」
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家庭ごみの収集日について
マ
ー
ク
の
見
方

生ごみ 可燃系埋立ごみ 不燃系埋立ごみ プラ製容器 ペットボトル
金属類、危険ごみ 粗大ごみかん、びん 木くず

紙製容器、雑がみ、白色トレイ、発泡スチロール 新聞・チラシ類、雑誌、ダンボール、紙パック

生

木 金属・危険

可 燃 不 燃

粗 大

プ ラ ペット

か・び

資源1 資源2

粗大ごみの収集について（毎月第４月曜日） ■ 留萌南部衛生組合（電話43-2555・43-2588）問
①１回の収集につき５点までしか出すことができません。 粗大ごみ収集の申込は9：00～17：00（受付最終日は15：00）ま
　でに、 留萌南部衛生組合 （電話43-2555・43-2588）に電話申込してください。 その際にステーション番号を忘れずに
　伝えてください。
※ 「ごみ分別ハンドブック」 では、申込は2日前の15：00までとなっていますが、 増毛町の場合は、３日前（休日の場合、
　その前日） の15：00までとなります。
②ごみ袋販売店にて粗大ごみ処理券を購入し、 当該粗大ごみに貼り付け、 収集日の9：00までにごみステーション横又は
　自宅前に出してください。
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●ふまねっと運動教室 13：30～14：３0 文化センター　

●広報ましけ１月号発行
●町民健康相談 9：00～11：30 健康一番館
●脳生き生き音楽教室 10：30～11：30  健康一番館
●日本脳炎・子宮頸がん・二種混合予防接種
　 15：30～16：00市街診療所

役場・教育委員会・診療所等 御用納め

●ふまねっと運動教室 13：30～14：30 文化センター

●ザ・サーキット 18：30～ 文化センター

●フレイル予防教室 10：00～11：30
　 老人福祉センター２階
●ザ・サーキット 18：30～ 文化センター

●ザ・サーキット 18：30～ 文化センター

●ザ・サーキット 18：30～ 文化センター

●増毛町二十歳の成人式 14：00～ 文化センター

●脳生き生き音楽教室 10：３０～11：30 健康一番館
●四種混合・五種混合・B 型肝炎・ロタ予防接種
　 15：３０～16：00 市街診療所

●乳幼児総合健診（個別通知）健康一番館
●全町書き初め大会 10：00～ 町立体育館
●ふまねっと運動教室 13：30～14：３0 文化センター　

●関節健康トレーニング 1０：30～11：３0 健康一番館
●ストレッチヨガ 1８：30～1９：40 文化センター

●関節健康トレーニング 1０：30～11：３0 健康一番館
●ストレッチヨガ 1８：30～1９：40 文化センター

役場・教育委員会・診療所等 御用始め
●文化センター・体育館・屋内グランド・元陣屋 
　 年始開館

●定例行政相談所開設 10：00～12：00 文化センター
●関節健康トレーニング 1０：30～1１：３0 健康一番館
●ストレッチヨガ 1８：30～1９：40 文化センター

●関節健康トレーニング 1０：30～1１：３0 健康一番館
●ストレッチヨガ 1８：30～1９：40 文化センター

●関節健康トレーニング 1０：30～1１：３0 健康一番館
●ストレッチヨガ 1８：30～1９：40 文化センター

●広報ましけ２月号発行
●脳生き生き音楽教室 10：３０～11：30 健康一番館
●四種混合・五種混合・B 型肝炎・ロタ予防接種
　 15：３０～16：00 市街診療所

☆粗大ゴミ申込受付最終日

●乳幼児相談 9：30～11：30 健康一番館

●脳生き生き音楽教室 10：30～11：30 健康一番館 
●ヒブ・小児肺炎球菌予防接種 15：30～16：00
　 市街診療所

●日本脳炎・子宮頸がん予防接種
　 15：30～16：00 市街診療所

◯元旦祝

◯成人の日祝
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